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新⾥ 壮紀

［ BIMを活⽤した施⼯⽅法 ］
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1. 主な⼯事概要

⼯事名称：沖縄県⽯垣市新川ホテルコンドPJ 新築⼯事
計画地 ：沖縄県⽯垣市新川⾈蔵2485番3他18筆
主要⽤途：コンドミニアムホテル(分譲)・飲⾷店
構造種別：RC造,WRC造 / A棟地上2階⼀部地下1階,B棟地上3階,C棟地上2階
敷地⾯積：14,689.47㎡ + 隔地駐⾞場敷地
建築⾯積：5,234.85㎡
延床⾯積：8,210.21㎡
⼯ 期：令和 3 年 6 ⽉ 17 ⽇ 〜 令和 5 年 8 ⽉ 31 ⽇
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1. 主な⼯事概要

その他
施⼯BIM案件

⾼度衛⽣管理型荷捌施設
（卸売市場）

県営南⾵原団地

モノレール駅舎 ホテル
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2. 施⼯BIMの体制

企画
設計室⼯事課

建築部

企画設計室で統括
現場の施⼯BIMも担う

鉄構部

技術
設計課

その他
課

鉄⾻3DCAD

IFC データ連携

・施⼯計画
・施⼯図
・etc...

BIM

書類

総務経理部 営業部 ⼟⽊部積算室

作図作図/合成

建築 統合モデル 鉄⾻・製作図 モデル

活⽤
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3. 使⽤したBIMツール等

BIM：Archicad(Graphisoft)
⇒意匠/構造/設備の統合モデル使⽤

ビューアー：BIMx(Graphisoft)
⇒モデル合意/承認や現場説明に使⽤

モデルチェック：SOLIBRI(Graphisoft)
⇒モデル⽋落・⼲渉チェックに使⽤

BIMツール
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3. 使⽤したBIMツール等

BIMツール

施⼯計画：SCP(Global BIM)
⇒施⼯ステップ・仮設計画に使⽤

配筋ツール：SCP-R(Global BIM)
⇒主に基礎配筋図に使⽤
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3. 使⽤したBIMツール等

関連ツール

プレゼン：Lumion(リビングCG)
⇒パース・Movie・VR作成に使⽤

鉄⾻CAD：S/F Real４(データロジック)
⇒鉄⾻・製作図に使⽤
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4. 取り組み概要
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4. 取り組み概要

意匠

構造

設備

情報

形状：3D

情報：属性

躯体
内外装
建具
設備

モデル
統合

BIMデータ ⽬的別 BIM関連ツール
BIM

プレゼンテーションツール

ビューア―

施⼯計画ツール

モデルチェックツール

調査・企画

基本設計

実施設計

施⼯

維持管理

建設プロセス
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4. 取り組み概要
◆ BIM活⽤標準フロー

施⼯段階からのBIMを作成 アウトプット資料

どのタイミングから
施⼯BIMに着⼿するか
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4. 取り組み概要

・何の情報を⼊⼒し、何をモデリングするか？
⇒発注者と電⼦納品の有無を確認し、納品が

ある場合は、詳細度、⼊⼒する情報内容を
整理してBIMモデルを作成する。

例. ⼿直し / 改修 / 設備点検等の維持管理を⾒据えて
躯体・内装・建具・設備等の属性情報を⼊⼒するかなど

・BIMモデルを現場でどのように活⽤するか？
⇒活⽤する項⽬ごとに

⽬的 と 何のために？を定めることで
効率化、品質、⽣産性の向上効果を⽬指す。
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5. 各取り組みの説明

施⼯
STEP

① 施⼯ステップ・仮設計画・完成イメージの共有

計画
数量

② 計画数量の算出

施⼯図

③ 施⼯図・製作図の作成

納まり
確認

④ ⼲渉チェック、納まり確認

モデル
合意

⑤ BIM モデル合意/承認

維持
管理

⑥ 運営・維持管理

BIM
モデル

活⽤項⽬



17

5. 各取り組みの説明

何のために？

≪施⼯ステップ≫

各施⼯段階の状況を静⽌画・Movie等を活⽤して
全体⼯程表・施⼯時の『⾒える化』を⽬的とする。

⼯事関係者すべての理解度を⾼めるため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明
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5. 各取り組みの説明
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5. 各取り組みの説明
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5. 各取り組みの説明
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≪施⼯ステップ(詳細) ≫
〜 浄化槽廻り STEP 〜

5. 各取り組みの説明
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5. 各取り組みの説明

③④
② ②

断⾯図 (切抜き)
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5. 各取り組みの説明

⑥

⑤ ⑤

⑦

⑧

断⾯図 (切抜き)
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5. 各取り組みの説明

⑨ ⑨

⑩ ⑩ ⑪⑫

断⾯図 (切抜き)
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5. 各取り組みの説明

⑬

⑭ ⑮

⑯ ⑯

断⾯図 (切抜き)
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪仮設計画≫

仮設物、クレーン等の重機を⽴体的 かつ 直感的に操作し、
『ワンクリックによる選定』『作業スペース・安全の確保』
『多様なシュミレーション』を⽬的とする。

⼯事計画 及び コストの妥当性を⾼めるため

仮設
計画 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明

総合仮設計画(簡略図)



29

作業範囲・能⼒情報も瞬時に把握直感的に操作ワンクリックで重機選定

5. 各取り組みの説明

仮設計画イメージ
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5. 各取り組みの説明

仮設計画イメージ

⾜場⇔躯体、⾜場⇔仮囲いなどの
仮設物の⼲渉確認にも有効
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5. 各取り組みの説明

≪完成イメージ≫

パース・Movie・VR等を活⽤して、BIMに詳しくない⼈でも
建築空間を様々なアングルから簡単に体験できることで
『合意形成の迅速化』を⽬的とする。

発注者 及び 監理者との齟齬を減らすため

何のために？

完成
イメージ 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明
⿃瞰イメージ

(道路側)

室内イメージ
(B-2 Type)

完成イメージ
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5. 各取り組みの説明
⿃瞰イメージ

(町道29号線側)

室内イメージ
（ F TYPE - 2LDK ）

完成イメージ
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5. 各取り組みの説明

⽬印クリックで移動

移動先のアングル

VRイメージ

360°回転
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5. 各取り組みの説明

VRイメージ

⽬印クリックで移動

360°回転

移動先のアングル
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5. 各取り組みの説明

施⼯ステップ
- Movie -
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪計画数量の算出≫

3Dモデルから⼟砂量、仮設物、建物躯体等の数量を正確に
事前把握することで、『コストコントロール』を⽬的とする。

予算管理 及び 施⼯計画の精度を⾼めるため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明

計画敷地 (開発⼯事)
412,281.31㎥

現況敷地
436,502.85㎥

計画数量の算出 盛⼟量︓23,620.62㎥

切⼟量︓ 35,093.89㎥
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5. 各取り組みの説明

計画数量の算出

次⾴へ
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5. 各取り組みの説明

外部から流⽤⼟必要︓327.59㎥

計画数量の算出
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪BIM施⼯図(2.5D)≫

⽴体的な物体の情報を複数の2D図⾯で表現する難解さを
ドコでも表現でき、『情報共有のスピード化』を⽬的とする。

若⼿技術員 及び 現場職⼈の理解を⾼めるため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明

施⼯図(2.5D)
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5. 各取り組みの説明

施⼯図(2.5D)
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪⼲渉チェック、納まり確認≫

⾃動モデルチェック、配筋ソフト等を活⽤した
『効率化』と『可視化』を⽬的とする。

ミス(⼿戻り)を防⽌するため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明

⼲渉・納まり確認
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5. 各取り組みの説明

配筋モデル作成

⼲渉・納まり確認

納まり検証

四隅の柱主筋が⼲渉

フックをフープ筋に
沿わせてOK
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5. 各取り組みの説明

⼲渉・納まり確認

画像クリックで
各詳細へ移動
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5. 各取り組みの説明

⼲渉・納まり確認
意匠図と構造図で

スラブ天端が異なる
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪BIMモデル合意/承認≫

図⾯⇔モデル連動 及び デジタルモックアップによる
具体的な『仕様確認』を⽬的とする。

発注者 及び 監理者との齟齬を減らすため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル



50

5. 各取り組みの説明

フライモード ウォークスルーモード

BIMxBIM合意/承認



51

平⾯図

断⾯図

3Dモデルと2Dドキュメントを参照

BIM合意/承認

5. 各取り組みの説明
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5. 各取り組みの説明

何のために？

≪運営・維持管理≫

BIMモデルとリスト(Excel)に情報を連動させることで
『情報の可視化』、『データの⼀元管理』を⽬的とする。

建物所有者の管理性を⾼めるため

施⼯
STEP 計画

数量

施⼯図
納まり
確認

モデル
合意

維持
管理

BIM
モデル
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5. 各取り組みの説明

今後 取組み⽬標
（納品要求・事例なし）

運営・維持管理
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6. 成果・⽣産性向上への貢献度
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6. 成果・⽣産性向上への貢献度

≪成果について≫

①施⼯段階の早い段階で⾒える化が出来るので
様々な問題の迅速な解決につながる

③現場単位だけでなはく、建築部・他部署など
第３者⽬線によるチェックにつながる

②経験が浅い若⼿でもICTツールを活⽤し
可視化しながら作業が⾏え、

上司とのコミュニケーションツールとして
利⽤できるので、技術⼒UPにつながる

④発注者・設計者の要望に答えやすく
顧客満⾜度につながる
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6. 成果・⽣産性向上への貢献度

≪⽣産性向上について≫
現在のBIMがもたらす効⽤や効果の⼤きさといった価値(成果)であり、

定性的な内容が多いことから定量的に評価することが難しい。
今後は、様々な活⽤⽅法を解析し、定量的(数値)に評価することが望ましい。

BIMの成果の有効性を向上させるには、
設計段階でのフロントローディング化において、

⼤きな効果をもたらす。

施⼯ステップにおいても、これまでよりも極⼒早い段階で
タイムリーに⼯程の可視化を⾏うことが重要である。
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7. 課題と対策
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7. 課題と対策

≪施⼯BIM導⼊後のナマの声≫

メリット

デメリット

不具合⼿間や
図⾯調整が短縮され

⽣産性がUPした

BIM操作が
難しい

さわる時間がない
BIM専⾨の
⼈員が必要

⼯程・施⼯図の
理解度がUPした

BIM導⼊費が
⾼い

各分野の職⼈とも
コミュニケーションが

増えた
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7. 課題と対策

≪施⼯BIMを導⼊する際のポイント≫

初期教育、組織体制づくりが
最も重要と考える
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8. 今後への期待
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8. 今後への期待

≪建設技能者⼈⼝の減少≫

・意匠、構造、設備、全体整合の必要性
・⽣産性向上による省⼈化の必要性

(多能⼯化/⼿戻り/仮設低減/⾃動化)

発注者・設計者・施⼯者が三味⼀体で取り組み
『フロントローディング』⼿法が重要になると考える。

前倒し 前倒し

企画 基本 実施
設計段階 施⼯段階



ご清聴ありがとう御座いました


